
トンネル効果によるα粒子の説明

量子力学によると、幅 d、高さV のポテンシャル障
壁を質量m、エネルギー Eの粒子が透過する確率 P

は
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と書ける。ここで、k =
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kd � 1であると、P ' 16E(V�E)

V 2 e�2kdとなり、指数
関数の部分で透過率が決まる。
ポテンシャルが rの関数V (r)であるような場合には
これを一般化して
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と書ける。ここで、bは V (b) = Eとなる rである。
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であり、r < Rでは核力のために井戸

型の引力ポテンシャルとなっているような場合は、こ
の積分は
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と近似でき、
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となることがわかる。


